
金
揮
官
践
志
巻
十
七

蔵
・
三
右
衛
門
之
支
配
と
成
り
、
乞
食
の
鑑
札
を
請
け
、
此
の
地
に
小

屋
を
ぽ
掛
治
り
し
て
雨
露
を
凌
ぎ
け
る
者
共
、
い
つ
し
か
子
孫
相
寂

し
て
居
住
し
、
一
村
の
や
う
に
成
り
た
る
も
の
也
。
故
に
明
治
維
新

以
来
は
中
村
の
民
籍
に
綿
入
せ
り
と
ぞ
。
抑
t

乞
食
共
を
一
所
に
集

め
底
位
せ
し
め
け
る
事
は
.
上
代
よ
り
共
の
例
友
き
に
あ
ら
宇
。

和
訓
架
に
、
聖
武
帝
時
@
建
=
悲
悶
院
於
奈
良
-
令
=
孤
濁
居
弘
山
。
と
見

ゆ
。
今
般
若
坂
に
共
の
遣
社
あ
り
て
、
癒
人
集
り
住
み
て
、
銭
を
放

人
に
乞
へ
り
と
い
へ
り
。
平
次
按
守
る
に
‘
右
奈
良
の
悲
回
院
は
‘

綬
日
本
紀
巻
二
光
明
皇
后
の
御
停
に
.
太
后
仁
慈
。
志
在
品
数
物
-
云

々
。
文
設
a
悲
回
・
施
薬
雨
院
刊
以
療
養
天
下
飢
病
之
鋳
と
あ
り
て
、

光
明
皇
后
の
寝
起
し
給
へ
る
も
の
た
り
。
ま
た
是
よ
り
後
惇
和
天
皇

の
御
世
天
長
年
中
に
も
、
京
都
に
乞
食
の
助
小
屋
を
建
て
し
め
ら
れ

て
、
乞
食
共
を
集
め
置
か
れ
し
た
り
。
三
代
賓
録
に
、
貞
観
七
年
六

月
十
四
日
笑
亥
左
京
職
官
。
天
長
年
中
於
品
八
保
二
坊
-
遺
品
立
七
間
板

屋
一
宇
吋
以
震
=
乞
入
所
'
居
“
而
乞
人
之
輩
別
底
停
賀
無
a
居
止
吋
頃

年
駈
役
囚
人
。
随
v
便
寄
佳
d

去
年
以
来
無
a
入
居
宿
↓
加
v
之
d

毎
v
遇
=
風

雨
吋
一
遜
増
昌
腐
損
吋
欲
v
加
=
修
理
工
持
v
無
=
煩
費
吋
一
塁
諦
.
除
穿
以
脆
取
泉
吋

太
政
官
底
分
.
依
v措
附
e

と
い
ふ
と
と
も
見
ね
た
り
。
右
乞
人
の
所
居

五，、

と
あ
る
も
の
、
世
に
い
ふ
乞
食
小
屋
た
り
し
か
ど
‘
乞
1

八
の
輩
別
蕗

に
停
留
し
て
居
止
る
も
の
た
し
と
あ
れ
ば
、
無
宿
の
乞
食
共
の
震
に

建
置
か
れ
た
る
も
の
に
て
‘
吾
が
奮
藩
に
て
建
置
か
れ
け
る
笠
舞
の

非
人
小
屋
な
E
L
は
異
た
る
べ
し
。
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金
津
古
蹟
志
巻
十
入

城

南

野

町

筋

O
犀

川

橋

爪

此
の
橋
爪
は
.
野
町
・
寺
町
・
千
日
町
の
往
来
辻
に
て
、
川
向
に
て
の

繁
昌
た
る
地
た
り
。
放
に
毎
朝
朝
辻
と

τ、
泉
野
の
緒
村
・
千
日
町
口

の
緒
村
或
は
畑
作
り
の
人
々
一
等
、
畠
物
を
此
の
辻
へ
持
出
で
、
愛
陀
て

商
人
へ
賓
渡
す
と
と
近
江
町
の
青
草
辻
に
似
た
り
。
維
新
後
は
殊
に

繁
昌
し
、
魚
鳥
類
た
ど
も
持
出
で
商
へ
り
。
改
作
所
智
紀
寛
文
元
年

の
僚
に
、
萄
算
用
場
よ
り
郡
方
十
村
役
共
へ
の
遺
書
あ
り
。

犀
川
・
演
野
川
橋
爪
に
町
柴
等
枝
渚
馬
多
立
居
候
而
、
人
遇
不
v
成
皆
、

内
々
御
郡
奉
行
迄
町
御
率
行
よ
り
依
v
断
、
申
付
侯
得
共
、
承
引
不
v
仕

之
由
沙
汰
之
限
に
候
。
何
に
依
ら
宇
馬
に
着
候
物
.
先
々

h
・
貨
に
行
、

橋
爪
に
居
留
不
v
申
様
、
念
度
可
=
申
付
-
候
0
.

以
上
。

七

月

十

四

日

御

算

用

場

叉
同
三
年
七
月
算
用
場
よ
り
郡
奉
行
へ
の
建
書
に
も
、
御
郡
方
よ
り

金
海
古
蹟
志
管
十

λ

薪
質
に
罷
出
候
者
、
犀
川
・
洩
野
川
繭
所
橋
爪
、
共
の
外
之
所
に
も
大

勢
立
居
不
v
申
、
方
々
振
貨
に
致
す
ぺ
〈
、
自
然
振
費
迄
に
設
し
が
た

く
候
者
、
滋
野
川
・
犀
川
河
原
に
で
資
質
致
す
ぺ
〈
、
御
横
目
出
し
、

往
来
道
筋
大
勢
集
り
有
v
之
を
見
付
候
へ
ば
‘
と
ら
へ
申
管
に
候
。
此

皆
御
申
付
可
v
有
v
之
。
と
あ
り
て
、
此
の
時
世
は
般
霊
の
建
書
出
で

た
る
よ
し
彼
是
見
ね
た
り
。

O
犀
川
橋
爪
刑
法
場
祉

奮
藩
周
初
の
頃
は
、
犀
川
・
滋
野
川
雨
橋
爪
訟
よ
ぴ
安
江
町
升
形
橋

漣
は
、
金
津
市
中
の
町
端
た
り
し
故
に
‘
此
の
三
ク
所
に
て
刑
罪
の

者
共
を
ぽ
鹿
置
せ
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
寛
文
十
二
年
に
筆
記
せ
し
箕

浦
氏
自
記
に
、
利
家
卿
宮
腰
よ
り
舶
に
て
御
上
洛
、
御
茶
道
以
下
陸

路
罷
登
底
、
松
任
に
て
馬
か
た
と
口
論
し
、
御
茶
道
共
を
松
任
の
者

打
殺
す
に
付
、
利
家
卿
よ
り
丹
羽
m
加
賀
守
殿
へ
御
届
、
小
松
よ
り
召

捕
被
a
指
越
プ
依
っ
て
安
江
町
張
付
場
に
て
張
付
の
刑
法
に
鹿
せ
ら
れ

し
事
見
h
.
三
登
記
K
.
杉
江
兵
助
家
砲
の
者
、
挽
米
代
銀
を
取

p

て
出
奔
し
け
れ
ば
、
彼
の
妻
と
枠
と
を
と
ら
へ
、
犀
川
橋
が
け
の
上

に
張
付
に
被
v
懸
た
り
。
杉
江
兵
助
は
利
家
卿
の
子
小
姓
、
杉
江
左
門

の
事
危
り
。
と
あ
れ
ば
.
鹿
長
年
中
の
事
に
て
、
日
犀
川
橋
が
け
の
上




